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 令和８年１月 30日  

区長 各位 

 

民生部福祉課長  

 

令和７年度各募金集計結果とお礼について 

 

 平素は募金活動にご協力を頂きありがとうございます。 

本年度ご協力頂いた各募金金額の集計がまとまりましたので、ご報告申し上げます。 

お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 

今後も福祉活動の募金に温かいご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

 

①  日本赤十字社活動資金        ３，２２０，３５０円 

                 (内訳)    個人社費  ２，９４９，３５０円 

                     法人社費       ２７１，０００円 

活動資金により長野県内の以下の赤十字事業等が支えられています 

①災害救護活動（県内赤十字病院より医療救護班の派遣・救援物資の配布等の支援活動） 

②救急法等の講習（長野県内、年間３万人以上を目標に講習会を開催） 

③青少年赤十字活動（県内加盟校と県教育委員会の協力による防災教育） 

④国際活動（国際赤十字を通じ難民支援、保健衛生支援、給水支援） 

⑤看護師養成（長野、諏訪の赤十字看護専門学校での看護師養成） 

⑥赤十字奉仕団活動（市奉仕団の交付金。通常訓練、備蓄品購入、区長会補助金等） 

※支援金は全額を被災地へ、病院は医療費による独立採算制で運営 

駒ヶ根市赤十字奉仕団員 ９０名（令和８年１月末現在） 

 

②  更生保護賛助募金            ９６０，９００円 

保護司による犯罪予防活動（再犯防止）の推進が行われています 

 長野保護観察所での研修 

上伊那サポートセンターの運営（いなっせ内） 

上伊那保護だよりの発行、薬物乱用防止活動、学校教育機関との連携（上伊那） 

更正保護協力事業主会、更正保護女性の会への協力（上伊那・各分区(北部・中部・南部）） 

社会を明るくする運動への取り組み（各分区）、南部分区での独自活動 

※駒ヶ根市内の保護司 任期２年 １２名（令和８年１月末現在） 

 

ご協力ありがとうございました。 


